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＜連絡事項＞

・アルコール依存症治療プログラムを実施している患者様の診察の際、テキストを持っていくようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～療養環境変更目的で10時半、西Ｂユニットへ転出となる。

・小田　沙也加様～本日14時に自宅へ退院となる。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。大声で叫ぶ、着替えの要求頻回に聞かれている。臥床

しながら独語聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改

善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・續石　啓介様～深夜帯(5時)排尿後から排尿なく膀胱留置カテーテル挿入し、排尿1100mlあり。食事の拒否は続いている。引き続き、食事摂取と排泄状況の観察を行っていく。

・佐々木　フクエ様～食事は朝食 主：1/4副：2/3エプリッチ全量摂取。昼食 主：3口 副：3口 エプリッチ不食。食事の際「ご飯食べないで死にたい」と希死的発言聞かれている。バイタル異常なし。右側腹部痛の訴え聞かれている。入浴後、チアノーゼあり10時から酸素5ｌ流入開始。13時SPO2 97％ 酸素3ｌ流入。引き続き、食事摂取状況と身体状況の観察を行っていく。

・丹波　清様～本日、市民病院受診している。腹水軽快。

次回、12/20(火)11時半受診予定。10時に御家族が迎えにきます。次回の受診までに週1回の体重測定・腹囲測定、1日の食事量・尿量の指示あり。受診当日は、朝食止め・アムロジピンのみ服用し受診の指示出ている。

・和田　昌様～逸脱行為なく経過。引き続き、躁状態の観察と他者トラブルに注意しながら、症状悪化のないよう注意していく。

・小笠原　澄子様～目薬使用後、保管場所が分からなくなる事がある為使用後は回収して下さい。

＜業務改善＞

・入院対応をスムーズにいくようにする為にはどうすればいいか

　→・アナムネの記載に時間がかかる(記載項目の検討)

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・沢村　まさえ様～オランザピンＯＤ(20)→(17.5)へ減量。年内の退院を目指し娘様に退院について確認するよう指示あり。

・馬場　フミ様～臨時薬フロセミド10mg→アルダクトンA25mgへ変更、アスパラKは継続。

・南雲　弘子様～夫・息子様へ面談行う。希死念慮は消失し、措置入院の必要性はなくな

っている事を説明。今後は、前医（十和田中央病院）への転院を希望さ

れている。

＜新入院患者様①＞

氏名：大上　なみ様(66)

病名：統合失調症

病棟：東病棟合併症室
入院形態：医療保護入院

主治医：伊藤Dr
【経過】

H10.9.18 表情硬化・不眠・独語・空笑があり当院へ任意入院。今年11月2日午前より
傾眠、酸素飽和度の著しい低下があり、酸素開始。食事・内服中止し、抗生剤・カリウ
ム製剤含む点滴を24時間持続し意識は徐々に回復したが、解熱せず、眼球結膜黄染軽度・
腹部の膨満・ビリルビン尿が認められた。幻視様の訴えがあり点滴自己抜去がありミト
ン使用していた。諸検査行い、胸水貯留・感染性心内膜炎・心拡大の可能性がありH28.11.8
精査の為、八戸赤十字病院を受診、入院。抗菌薬の使用継続、利尿薬の使用により胸水
は改善。八戸赤十字病院での治療は終了となり当院での治療継続の為、11/29（火）東合
併症室へ医療保護入院。
【その他】

　・業洗

　・買い物カードあり

　・衣類が下着類しかない為、後日持ってくるとの事。

＜新入院患者様②＞

　氏名：元沢　ナヨ様(95)

主病名：認知症

身体合併症：右大腿骨骨折術後

　病棟：東合併症室

　入院形態：医療保護入院

　主治医：伊藤Dr

【経過】

　平成17年脳梗塞発症。軽度の右片麻痺、構音障害が残ったがリハビリにて回復。平成23
年頃より物忘れが目立ち、介護保険の申請を行い、サービスを利用し生活していた。平
成27年春頃より物忘れが進行し、失禁も目立つようになっていた。平成28年10月31
日転倒し肋骨骨折、平成28年11月13日転倒し右大腿骨骨折し、11/14室岡整形外科病
院にて手術・入院治療継続中。術後経過は良好であるが、認知症状が顕著であり、安静
保持困難、点滴自己抜去などがあり、常時家族が付き添いの状態であり、介護負担が増
大し、施設入所を検討したが、認知症治療を勧められ、当センターへ相談あり、入院治
療の希望があり、平成28年11月29日東病棟合併症室へ入院。
【その他】

　・ＬＴプラン：Ｂ

　・オムツプラン：①

　・衣類を破くようであれば、ＬＴプランＡへ変更を検討していく

　・今後は施設入所を希望

　・買い物カードなし

＜新入院患者様③＞

氏名：藤村　悦子様(70)

主病名：統合失調症

　病棟：東病棟Bユニット3号室
入院形態：任意入院

　主治医：深澤Dr

【経過】

　昭和57年より統合失調症にて岩手県胆江病院へ入院となり現在幻覚状態に特変は無く開
放病棟にて生活を送っている。今後の生活を見据え退院にあたり岩手県に身寄りがなく
八戸に居を構えていく事をご家族と決定し最終的には施設入所目的にて当院へ転院希望あり。Ｈ28年11月11月29日　14：40東Bユニットへ入院。
【その他】

　・業洗

　・買い物カードなし

　・インフルエンザ予防接種済み(11/29)

